









転 機 に立つ イ ンダス トリアル ・テザ イン
巽 正 和
は じめ に
日本 にイン ダス トリアル ・デザ イ ンの概 念 が本 格的 に導 入 され たの は戦後 の
こ とで ある。 そ して 日本経済の異常 なまでの高度 成長 と高い技術 力,生 産 力の
バ ック ・ア ップ もあ って,四 分 の一世紀 を経 た今 日,日 本 のID(イ ンダス ト
リアル ・デザ イ ン)は 世 界の工業先進国 の中で五 指 に数 え られ るほどにまで成
長 して きた。 いまや 日本 のIDは 一人前 の大人 として 自力で行 動 し,世 界 を舞
台 にデザイ ン上 の競 争 をしなければな らない時期 にな ったのであ る。デザ イ ン
を教 え られ る側 か ら教 える側 に,ス タイル を模倣 す る側 か ら模倣 され る側 に,
一 つの重大 な転 機 に さしか ・ってい るので あ る。一方,国 内のIDの 実状 を見
れば決 して楽観 を許 さないよ うな二 ・三 の兆候 がある。第一 にIDデ ザ イナー
がそれ ぞれの企 業,事 務所 の中 に閉 じこも り,お 互 いの啓発 もな く,連 帯意識
に欠 けるこ とで ある。 これはIDデ ザイナ ーのサ ラリーマ ン化 と云 える。第二
に次代 のIDを にな うデザ イ ン学生 諸君の中 でIDに 対 す る人気 が年々低下 し
て い ることで あ る。 これ らの兆候 はID界 の地盤 沈下 をひ きおこす に違 い ない。
時 あたか もニ クソ ン声明 に端 を発 した"ド ル ・シ ョック"は 日本経済 の競 争
力を目の仇 に して,"貿 易の完全 自由化"と"円 の切上 げ'を 要求 してい る。
日本経済 の 力が まさに試 され よ うと してい るので ある。
この時 に あた って,日 本の工業生産 力の一翼 をにな うIDの 今 日的役割 と明
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日の発展の足 が か りを考 えるこ とは重 大 な意義 をもって い ると思 われ る。
以下,、第一章 では今 日か ら明 日へ か けてIDの 果す べ き使命 にっ いて,第 二
章では その具体 的方法 としてIDの 仕 事 につ いて述 べてみ たい。
第 一 章IDの 使 命
四分 の一世紀 にわた る高度 の経済 成長 は,わ れわれの生活 を物 質的 には随分
豊 かなもの に して きた。三種 の神 器 と云 われ た冷蔵庫,洗 濯機,テ レビは今 や
家庭 生活 の必需 品 とな り,か って は一家 の中心 として象徴 的 な意味す らもって
い た"か まど"は その存 在意義 をな くし,電 気炊飯 器 に とって かわ られた。近
くは3Cと 云 われる クー ラー,カ ラー テ レビ,カ ー が生活 の リズムを根本 的 に
変 えるほ ど急激 に生活 の中 に入 りこんで きて い る。
この よ うに家庭電化 製品 を中心 と して,物(製 品)そ の もの と しては使 い易
く,美 しく,人 間の欲望 を満 たす もの が豊 富 にな ったの は事実で ある。そ の意
味で は便利 で文化的 なにおいのす る生活 が可能 に なった と云 えるで あ ろう し,
そこにはIDデ ザ イナーの力が大 きく作 用 してい るこ とは否定で きない。 しか
し,そ れで はIDが その究極 の 目標 として い る真 の意味 での 『人 間のための生
活環 境 の形 成』 がな されたか と問 えば,こ れを直 ちに肯定 す るこ とはで きない
で あろ う。 なぜ なら現在の状況 で は,わ れ われの周囲 ぼは あま りに も多 くの不
調和 と無秩序 が存在 して いるカ・らで あ る。 この直接的原 因の 多 くはIDデ ザ イ
ナ ーが良 かれ と思 って デザ イン した物(製 品)の せ いで は ないか もしれ ない。
しか し,家 庭 内 にお ける電気製品 の氾濫,ル ーム クー ラーの もた らす騒音,カ
ーの洪水 によ るスモ ッグ,交 通渋滞 な ど,今 日社会 問題 と して大 きくクローズ
・ア ップされてい る諸現象 に少 しで も因果関係 をもっ か ぎ り,IDも 無関係 と
は云 い きれないので ある。 た しかに,わ れわれの生活環 境(住 居,道 路,公 共
施設,設 備… …)は あま りにも狭 く,あ ま りにも貧 しい ことが,ま た西洋文明
とのあ ま りに も急激 なふ れあい(近 代 日本 の宿 命)の 中での生活様 式の混乱 が,
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今 日の不調和 と無秩序状 態 に大 きく作 用 して い るの かも しれ ない。 しか し以 上
の事態 の原因が何で あれ,IDは その究極 の 目標 が 『人 間のための生活環境 の
形成』 で ある限 り,そ れ が直接関与す る物(製 品)を 通 じて事態の改善 を計 ら
ねばな らない。
IDデ ザ イナ ーは 自分 一個の 中 に同時 に三っ の立場 を持 って いる と云 える。
第一 は消費者 に利益 をもた らす もの として の立場 で あ り,第 二 は企業 に利益 を
もた らす もの と しての立場 で ある。第 三の立場 はIDデ ザ イナ ー としての独 自
の立場 で ある。 これは前二者 の どちらの側 に も組 さず,し かも社会 の発展 の 中
にデザ イナ ーが正 しい と信ず る方 向 に導 び く立 場,つ ま り社会 のオ ピニオ ン ・
リー ダー と して の立場 で ある と云 える。
これ ら三っの立場 か ら今後 のIDは いかにあ るべ きかを考察 してみた い。
1.消 費者 の側 に立 って
現 代の大量生産,大 量販売 を前提 と してい る産業機構 の 中 に活動領域 を もち,
造形 的創造活動 を通 じて製 品の機 能 と形体 を決定 す る任務 をもって いるIDデ
ザイナ ーは,そ の責任 の重 大 さを常 に意識 して い る必要 が ある。製 品の性能 諸
元,基 本構造 を決定す る企画,設 計の段 階 において,機 械,電 気,生 産等 の各
設計者 が どちらか と云 えばメ カニ ズムの合理性,合 目的性 を中心 に っ ま り
機械 の系 に立って 判 断 し,設 計 を進 めて ゆ くの に対 して,IDデ ザイナ ー
は人間(消 費者)と 製品の か ・わ りあい,使 用性 と造型性 を中心 に 人間 の
系 に立 って デザ イ ンを進 めて ゆ くので あ る。経営者 の企業責任 者 と して の
判断 は別 と して,企 業活動の 中で消 費者の側 に立 っての設計 チェ ックは,ID
デザ イナーの手 を経 るの が最初 にして最後で あ る。その意味で,IDの 専 門的
判断 の責任 は非 常 に重大で ある と云 える。 しか も,あ る個人 の注文 による一 品
製作 の場 合 と異 な り,消 費者 を不 特定 多数 の群 と して と らえ,彼 らが何 をのぞ
み,何 を美 しい と感 じ,何 を価値 あるもの と考 え るか を,IDデ ザ イナーは適
一4一
確 に把握 し,そ の仕事 を通 じて実体 化 して ゆ かね ばな らない。 この役割 が うま
く果 たせ,消 費者 との関係 がス ムーズに行 って初 め て,人(消 費者)と 物(製
品)が 有機的 に結 びつ くことがで きるので ある。 またIDは,個 々の製品デザ
イ ンを通 じて,そ の究極 の 目標 としては新 ら しい生活文化 と人 間のための快適
な生活環 境の形 成 を目指 している。 その ため には物(製 品)と 物(製 品)と の
間 に,ま た物(製 品)と その置 かれ るべ き場(環 境)と の聞 に調和 と秩序 ある
位置づ けを行 うこ とで ある。この方 向で の色 々な手法 の一 つが システ ム化 とか
ユ ニ ッ ト化 と云 われ るもので あ る。
『消 費者の声 を聞 け/』,『消費者 は王様 で ある』 と戦後 の企業 は合言葉 のよ
うにく り返 して きた し,IDデ ザイナー もそれ な りに努 力 して きたので あ るが,
真 に消 費者 を大切 にす ると云 うことはIDの 究極 の 目標 に近 づ く努 力の中にあ
ることを,い ま一 度深 く認識 すべ きであ る。 そ して常 に変 らぬIDの 出発 点は
「人間 はいか にあ るべ きか」 と云 う問い にあ るこ とを銘記 す る必要 があ る。
2.企 業 の側 に立 って ・
先 にも述べ た如 く,IDデ ザ イナ ーは工業 的生産 機構 の中 に活動領域 をもっ
て お り,自 営 デザ イナーで あろ うと,企 業 内デザ イナーで あろ うと何 らかの形
で企業 とか ・わ りあってい る。 そ してその 企業の 産 み出す製品 を通 じて消 費者
(大きくは社 会)と か ・わ りをもつ ので あ る。 それ故,IDデ ザ イナー はその
か ・わ りあ う企業 にとって意味 のある存在 で なけ れば ならない。 わか りやす く
云 えば,企 業 に とって何 らかの意味で利益 をもた らす存 在で なければ な らない。
IDの 今 日までの歴史 か ら見て,少 くとも この点 で は成 果 があった と云 える。
IDデ ザ イナ ーの もつ べ き三っ の立場 の うち,消 費者 と して、の立場 も,社 会 の
オピニオ ン ・リー ダー と しての立場 も,満 足 にそ の責任 を果 た して きた とは必
ず しも思 えないが 。戦後 の 日本 を支 えて きた諸産 業 の中で第二次産業(製
造業)の 製品,と くに自動車,家 庭電器製 品 にはIDの 力が大 きくあつ かって
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い る。企業 はIDの もっ 附加 価値 に目をっ け,自 社 の 中にデザイ ン ・セ ク ショ
ンをもつ よ うに なって きた ところも多い。そ してIDデ ザ イナーは その期待 に
応 えるべ く努 力 して今 日に至 ってい るので あ る。
昭和26年,ア メ リカ視察 を終 えて帰国 した当時 の松 下電器 社長,松 下幸之助
氏 は 『これか らはデザ イ ンやで一 』 と,千 葉大意 匠科で教鞭 を とって いた真
野善一 氏 をチ ー フ ・デザイナー と して迎 え,製 品 デザ イ ンに力を入れ た。 そ し
て今 日で は,松 下電器 におけ るデザ イ ン ・セ クションはデザ イナー総 勢二百 名
を数 える世界で も最大 のデザ イ ン組織 に発展 して い る。大企 業のIDデ ザ イナ
ーの中 から企業 の経営 に参画 す る例 も二 ・三 でて きた し,意 匠部 と して専門的
地位 を獲 得 してい る例 は数 多 くみ られる。
経営 者 に とってIDデ ザイナーは便利 な存 在で あ った。 きれい な絵 を何 枚 も
描 いてみせて くれ,経 営者 のイ メー ジと ちが えばす ぐ修正 して くれ る。平面的
なスケ ッチで は わか りにくい となれ ば,デ ザ イナーの手 にな る簡単 なモ デルか
ら,モ デル ・シ ョップで 製作 した実物 そっ く りのモデ ルに至 るまで,時 間的,
金銭 的余裕 に応 じて如何 よ うにも提示 して くれる。 しか も,単 に格好の良 い姿
をスケ ッチ に描 くばか りでな く,使 い易 くす るため,他 社 の製品 よ りもメ リッ
トをもたせ るため,コ ス トを下 げて なおかっ 立派 に見せ るため,材 料 を考 え,
レイア ウ トを考 え,色 に悩 み,形 に凝 ったア イデ アを展 開 して くれる。経営 者
にとって,こ うい うIDデ ザ イナーの存在 は大変 あ りがたかった にちがい ない。
しか し,こ れだ けの こ とな ら悪 く云 うな ら便 利屋 に しかす ぎない。今 まで のI
Dデ ザ イナ ーが便 利屋 であった ことはそれ 自体 として はケ シカラ ンこ とで はな
く,か えってそ れ故 に こそ とも角IDの 今 日の地位 が出来 て きたので あ り,今
後 も大 いに便利屋 として企業 経営 に役立 ち,信 頼 と発 言権 をかち得 てゆ くべ き
で ある。 ただIDの 将来 を考 えると き,IDデ ザ イナーの器用 さのみが利 用 さ
れ,無 思想,無 批判,無 節操 にデザ イ ン上の責任 と権 限 を放棄す ることは企業
内 にお けるIDデ ザイナーの専門職能 と して の地 位 の地盤 沈下 をひ きお こすで
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あろ う。謙虚 にIDデ ザ イナ ーの仕事,と くに企 業 内 の デザ イナ ーの仕 事 の
進 め方 をみ る と,経 営 上の判断,決 定 と専 門分野 として のデザ イ ン上 の判断 と
が こっちゃになって,デ ザ イ ン上 の判 断 が経営者 の決定 に完全 に委 ね られて し
ま う場 合 がないで もない。 も とよ りIDデ ザ イナー はあ くまで提案者 で あって,
経営 的決定権 を もっ もので は ない。製品 デザ イ ンは,た とえそれが ダ ミーモ デ
ルで あって も,単 なる美術作 品で はな く明 日の製品 を現 わ してい るので あって,
その最終決定 は経営者 によって な され るべ きで ある。 しか しそ こに至 るまで の
造形 表現 が経 営者の個 人的 なセ ンスによ り,あ るいはそ れ に迎 合す るや り方 で
なされ るな らば,そ れ はIDデ ザ イナーが 自 らの専 門 と してめ責任 と権 限 を放
棄 してい ることにな る。 この よ うな形 での企業 との癒着 状 態 は,IDに お ける,
とくに企業内 に組織 をもっIDデ ザイナーの おちい り易 い危険で あ ると云 える。
これ か らのIDの 役割 を考 えると,詳 しくは方法論 をふ まえて第二章 で述 べ
るとして,結 論 的 には"企 業経営 の触 角 とな る"こ とで ある と云 える。IDと
は,"工 業的生 産機 構 の中で計画 を実体化 してゆ く創造 活動で あ鷭 そ してI
Dデ ザ イナニは誰 ホ りもまず,企 画段 階で すで に製 品 を商 品 として イメージで
き,.それ を造形表現(ス ヶ ッチ あるいはモデ ル)に 定着 で きる技術 をもってい
るので あ るqζ れ か らます ます高度化 されて ゆ く情報化 社 会 において,急 速 に
発展す る技術 革新 は,商 品企画 にお ける経 営判断 をます ますむっ か しくす るで
あろ う し,大 量生産 手段 をバ ックにひか えて いれ ばい るほ ど判断 の適確 さが要
求 され るよ うに なる。 それ故,IDデ ザ イナ ーの もっ技術 に着 目す るなら,商
品企 画や製 品計 画の シュ ミレー シ ョン手段 としてIDの 活用 が考 えられるので
あ る。従来,企 画段 階 や基本 設計の段 階で は,そ の企画 製 品の概 要や性能諸元
は文字 や数 字,簡 単 な機構 図で示 され,コ ス ト分析,販 売対 象,販 売方法,発
売時期 などを総合的 に検 討 した上で経営上 の判 断 がな され るが,こ れだけでは
消 費者 に直接 か ・わ りあ う製品 の使用性 や,購 買動機 の大 きな要因 となる製品
ρ 形 を検 討 しない ま ・,商 品 を企画 して しま うこ とにな りか ねない。企 画 が決
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ま り,設 計 が進 む にっ れてデザ イン ・セ ク シ ョンが活 動 を開始 す るや り方で は,
一つの製品 がモデ ルや試作 品 として実体化 されて初 めて商品 としての欠陥 が発
見 され たと して も時す で に遅 く非常 な時間的,人 的,経 済的 出血 を覚悟 しなけ
れぼ な らない ことになる。 しか し,IDデ ザ イナ ーが企 画 あるいはそれ以前 の
段 階 に参画す るな らば,何 回検討 をや り直 して も大 した費用 もか ・らないので
ある。 この場合 のIDデ ザ イナーの仕 事 は,従 来の よ うに製 品計 画書 や命令書
によ ってデザ イ ンを開始 し,設 計者 の画 いた図 面の上 にデザ イ ンの線 を引 き,
スケ ッチ に表現 す るといった作 業 には止 ま らない。 それ は,も っ と積極 的 に企
業 の経営 方針 を体 し,企 画 に参画 し,未 来 に対 す る ビジ ョンと社 会の動 向 を さ
ぐり,か くあるべ きだ とす る商 品をイメー ジ しなければ な らない。そ して それ
を単 な るス タイ リングと してで はな く,意 味 を もった形 に造形表現 し,調 査 と
使用 テス トの裏付 けをもって開発 してゆ くべ きで あ る。
筆者 自身の例 で恐縮 だが,以 前 に毎 日
コンペ で家庭 用換 気扇 を友人 の村上雅信
氏 と共 にデザ イ ンした こ とがある。(Fig
1)当 時(38年)の 換 気扇 は,ど この社
で もデザ イ ンにあ ま り力を入 れていなか
った ためか,換 気効率 が悪 く,汚 れの手
入れ も しに く く,外 観,騒 音 ともに工 業
用の もの と大差 は なく,到 底家庭用 のデ
ザイ ンとは云 えない シロモ ノで あった。 Fig.1家庭 用換 気 扇
筆 者 らの着眼 の第一 は,油 汚 れの激 しい羽根 部分 の丸洗 い が出来 るよ う,簡 単
に取 外 し取付 けがで きるよ うにす るこ とで あった。 この ことは,羽 根 を従 来の
よ うにモ ー ターの 外側 にで はな く,室 内側 に取付 けるこ とで解決 された。第二
の点 は,羽 根 の うち効 率が悪 くてモ ー ター との干渉 の大 きい 中心部分 を円筒形
のハ ブで置換 えて,こ れ をモー ター のハ ウ ジング に被 せ るよ うに したこ とで あ
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あ る。 これは羽根 の排気効 率 とともに羽根部 分の剛性 を高め着脱 の操作 を容易
にす る とい う効果 があ った。第三 の点 は,換 気孔 の形状 を従来 の ように単 な る
円形 の穴 で はな く,円 筒形 のダク トに した ことで あ る。 これは羽根 の効率 を さ
らに良 くす る と同時 に,羽 根 か らの汚れの飛散 を防 ぐとい う効果 があった。以
上 三つの改 良 をデザ イ ン化 した筆 者 らの作品 は,幸 い入選 にはなったが,T社
に よって直 ちに製品化 され るに至 らなかった。当時,筆 者 らは内心 それ を不満
と して いたが,そ の後H社 が初 めて これを製 品化 し,今 日で は市販 されてい る
各 社 の家庭 用換気 扇は,ほ とん どすべて細部 の異 同は別 と して筆 者 らの毎 日コ
ンペ入選 作 と同一 の様 式 になって い るのは,最 初 のデザ イナーの一人 と して ま
こ とに喜 びにた えない。
しか し,い さ ・かこの我 田引水 的 な話 を続 け させ て頂 くとす れば,も しT社
が率先 して コンペ入選作 のデザ イ ンを製品化 し,デ ザ イ ンを特許 の面 で保 護 し
て いた とすれ ば(毎 日コンペ入 選作の場合,意 匠権 は作 者 か らスポ ンサ ーに譲
渡 されてい る),家庭 用換気扇 に関 す る限 りT社 のシェヤーはは るかに大 き くな
ったで あろ うこ とは,上 に述べ た現状 か ら見て想像 に難 くない。T社 の全活 動
領域 において家庭 用換気扇の 占め る割 合 はま さに九牛 の一毛 に過 ぎず,こ の こ
とから最近 の家庭 電器業 界におけ るT社 の不振 を推論す るこ とは暴論 に過 ぎる
で あろ う。 しか し,筆 者 は 自分 自身 が責任 をもち うる この一例 を把 えて,ID
デザ イナーの もっ イメー ジ能 力と実体化技術 が,も っ と積極的 に経 営 に生 か さ
れるべ きこ とを主張 したいので ある。そ して,こ こにこそ,こ れ か らのIDデ
ザ イナーの活躍 の場 があるので あ る。
3.IDデ ザ イナー としての立場
これは基 本的 にはデザ イナー と しての信 念,態 度,良 識 の問題 で ある。先 に
述べ た二 っ の立場,消 費者側 の立場 と企 業側 の立場 がデザ イ ン活動の 中で完全
に一致 す るな らば問題 はないが,現 実 には往 々に して両者 は矛盾す る。 この時,
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デザ イナーの判 断の よ りどころ とな るの が第 三の立場,IDデ ザ イナ ーの信念
なので ある。 この立場 をよほ ど認識 して いない と,デ ザ イ ン上 重要 な判断 の度
ご とに消費者 の側 にっ いた り,企 業 の側 につ いた り,態 度 がふ らっい てデザ イ
ンにまとま りを欠 く結 果 になる。 それ も消 費者 の側 に立 った場 合 は,ま だ しも
製品 とな った時 に問題 を引起 さないだろ うが,企 業側 の論理 に癒着 した判断 を
行 った場合,そ の結果 は今 日の消費者パ ワーの槍 玉 に上 って い る各種 の欠陥 商
品 に見 られ る通 りで あ る。 それ故,IDデ ザ イナ ーは極 力この二者 の矛盾 を な
くす よ うに つ ま り社会 に対 す る貢献 を通 じて企業 に利益 を もた らす よ うに
一 努 力す べ きで ある し,ま た,こ の矛盾点 の存 在 に気付 いたな らばデザ イナ
ーの信 念 にも とず き適確 に判断 し行 動す るこ とが必要 で ある。 これは大変責任
の重 い,つ らい仕 事で あるが,そ れだか らこそデザ イ ンの仕 事 が専門職能 と し
ての意 味 をもって くるので ある。責任 の ない ところに社 内的 にも,社 会 的 にも
高 い評 価は生 まれて こない。
IDデ ザ イナ ーが この第三の立場 を確保 して ゆ くた めには,何 と云 って も自
分 自身 を高めて ゆ くこ とが必須 とな るが,次 には発 言 力を強化 す るこ とが必要
で あ る。 これは仕事 の実績 や人間関係 にお ける信頼感 によ り左 右 され るが,一
般 的 には専 門 と しての領域 の確 立 を計 る ことによ り得 られる。企業内 において
は係 よ りは課 に,課 よ りは部 へ とデザ イ ン ・セ ク シ ョンを組織 的 に高 い位置 に
もって ゆ くべ きで ある。 これは何 もパー キ ンソ ンの法則 の よ うに,デ ザ イナー
の頭数 を増 やす ことによって勢 力 を拡 大 しよ うと云 うことで はない。IDの よ
り独立 した専門領域 を確 立す るためで ある。係 よ りは課が,課 として あるよ り
は部 と して ある方 が専 門領域 は確立 され るので あ り,社 内の発言 力も また大 き
くな る。フ リー ランサーの場合 はこのよ うな組織 のバ ック ・ア ップは ない が,
それ だ けに純粋 にデザイナー と しての人間性 と仕 事の 実績 が発言 力のバ ックに
なるのであ る。 いず れ にして も,IDの 専 門領域 の確 立 には理論的 な背 景 が強
化 され る必要 が あ る。それ にはデザ イナーの活動 が もっ と社会的 にな る必要 が
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あ り,ま たデザ イ ンの学 問的体系 を形 作 る必要 が あ る。
先 日,大 阪市役所 の人 と話 を した と き,一 人 の人 か ら 「建築 デザイナ ーや グ
ラフ ィック ・デザ イナーは割合 に社 会的 な提案 を してい るが,IDデ ザ イナー
のそ ういった発 言 はほ とん どないのは ど うい うわけか」 と指摘 された。 た しか
に建築 分野で は都市計画 を,中心 に交通 問題,防 災問題,騒 音公害等 に対 す る積
極的 な提案 があ り,ま た万国博 やオ リンピ ック に建 設 の責 任者 としての活躍 が
あ り,メ イ ン ・システ ム,メ イ ン ・プ ランを担 当 して い る。 これ らは事業 その
ものが国家的 スケー ルの もののせ い もあるが,非 常 にジ ャー ナ リステ ィ ックな
活動 のせいで もあ り,そ れだけ社会的 で ある と云 える。社 会的で あれば ある程,
それは社会全体 の批 判の前 に身 をさ らす ことで あ り,責 任 の重 さ,仕 事の価値
が生 じて くる。 これ に対 しIDデ ザ イナーの場合 は,そ の八割 まで が企 業 に雇
われて い るエ ンプロイー ・デザ イナ ーで あるため かその発 言,提 案 は第m的
に企業 内部 に限 られてい る。 しかもIDの 仕 事 が 自動車関係,電 気機器 と云 う
具合 に専 門細 分化 されてい る事情 もあって,IDデ ザ イナーの社会的 なスケー
ルでの発言 がほとん どなされ ないの が現状 で ある。
しか し,上 に述べ た ように,IDデ ザ イナー は基本 的 には社会的立場 に立っ
ことを要求 され るのであ り,そ のため には,た と え自分の仕 事が非常 に限定 さ
れた製 品(ラ ジオ,テ レビ,… …)に 関す るもので あ って も,そ のデザ イ ン上
の立昂 か ら問題 を発見 し,考 察 し,社 会 に発 表すべ きで ある。そ して,IDデ
ザ イナ ーはお互 いにもっ と論議 を起 こ し,相 互批 判 を闘 わすべ きで ある。 こ う
云 った活動 こそ が社会的活動 の源 で あ り,担 当分 野 を異 にす るIDデ ザ イナー
同志 の連帯 の絆 となってゆ くので あ る。
JIDA(日 本 イ ンダス トリアル ・デザ イナ ー協 会)の 栄久庵理事 長 は最近 の
講演の 中で 「IDデ ザ イナーが他 の専 門分野 の人 々 と協 同作業 をす る場合っ く
つ く感 じるこ とは,IDデ ザ イナー相 互の闇 にす ら共通 の言語 がない ことで あ
る。 これ は即 ち,IDが 専門 と しての基礎 が弱 く,学 問 として確立 して いない
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ことを意味 してい る」 と云 う意味 の ことを述 べて いるが,こ れ はま さし くID
の現状 を示 してい ると云 える。現 在のID界 における大学 とプロ ・デザ イナ ー
の関係 は断絶 してい る。学生 は大学 あるいは高校,専 門学校 在学 中 に,デ ザ イ
ンの何 た るかを学 び,表 現技術 を習 って社会 に出 る。(も っとも,こ れす ら非
常 に不完全 なま ・卒業す る者 が多い。)そして卒 業 したが最後,母 校 との関 係 は
ほ とん ど完全 に切 れ,デ ザ イナー と しての完成 は彼 の勤め るデザ イ ン事務所 あ
るいは企業の デザ イ ン ・セ ク ションにまか され,そ れ以上 に自分 自身の 自己啓
発 による外 はない。 そ して大学 のデザ イ ン研究 室 はデザ イ ン理論,デ ザ イ ン実
務 の オー ソ リテ ィで はな く,新 人デザ イナーの養成所 となって い るかの 感 があ
る。高校 や,専 門学校 の デザ イ ン科 な ら,あ るいは この役 目だけで良い か もし
れ ない が,い や し くも大学 のデザ イン科研 究室 で あ るな らば,社 会人デザ イナ
ーの な し得 ない角 度 か らのIDの 学問的追求 を計 り,社 会人 デザ イナー を啓発
して ゆ くべ きで ある。大学 の医学部,理 学部 等 の学 問領 域 に例 をとるまで もな
く,も っとIDに 近 い工学部 の建 築教室 に して も,大 学の研究室 は常 にその専
門の最先端 を行 って お り,そ の研 究や作 品 は社会人建 築 デザ イナー に大 きな影
響 を及 ぼ して い るので あ る。
この よ うに して,社 会人 デザ イナ ー と大 学の研究 者 デザ イナーの それぞれの
活動 が交流 され,お 互 い に啓発 されて初 めて,IDの 学 問的成立 が期待 され る
と云 えよ う。
ノ
第二 章IDの 仕 事
先の章ではIDの もつ使命を概念的 に述べたが,こ の章では実際的な活動と
してIDの 仕事は,ど のように行われるべきなのか,そ の問題点は何かにっい
てふれてゆきたい。
ある商品が企業の中で生まれ,消 費者の手 に届 き使用されるまでの過程を最
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も簡単 に整理すれば次のようになる。
匯 韲 画 刊 設訃デザイ・1-[調一匡 一圖 一[塵]
トー 企 画 段階 →ト ー一設 計 段 階一 一 斗一製 造段階→1
従 来の デザ イ ン活動 は,主 として上図で の設 計段 階 において行 われて きた。
す なわち,企 画部 門か ら製品企 画書 あるいはデザ イ ン命令 書 を受取 った時点で
デザ イ ン活動 は開始 された。 しか し第一章 で も述 べた よ うに,こ れか らのID
が 「企業 の触 角」 で あろ うとす るな らば,デ ザ イ ン活動 は企画段階 か ら始め ら
れなけれ ばな らない。勿論,従 来 か らも,IDデ ザ イナー が企画会議 に参加 し
た例 は多 くあ るが,そ れ はあ くまで,企 画担当 者の意 図 を聞い た り,ID部 門
か らの検 討 を加 えるとい った程度 に とどまって お り,こ こで筆者 が主張 す る意
味で の参画,す なわ ち,企 画立案過程 その もの にお いてパ イロ ッ ト的 なデザ イ
ンを行 い,シ ュ ミレー シ ョン と徹底的 なデザ イ ン検 討 によ り企画原 案 を練 り上
げ,製 品企画 の決 定 に導 び くといった よ うな本 格的 な参画で は なか った。 ただ
筆者 の知 ってい る一つの実例 として,松 下電器 の ラジオ事業本部 で は,IDデ
ザイナー(出 身の次長)が 企画次長 となってい るがこれ はむ しろ例 外で,ほ と
ん どすべ ての企業で はデザ イ ン ・セク シ ョンは まだそ こまで は成長 して いない。
以 上の よ うにデザ イ ン活動 が,企 画段 階 か らすで に本格的 に始 まる とす ると,
それ は企画 立案の ための 〈開発 デザイ ン〉 と,製 品化 の ための 〈製品 デザイ ン〉
とに分 けて考 えるの が適 当で あろ う。 そ して,こ の よ うなデザ イン活動 の分化
とともに,そ の両者 をつ なぐ研究 活動 が必要 となって くるが,こ れは各種 の研




以下,こ れ か らのデザ イ ン活動 の三本 の柱 とも云 うべ き開発 デザ イ ン,製 品デ
ザ イ ン,研 究活動 につ いて少 し詳 しく述 べて みた い。
1)開 発 デザ イ ン
原則 的 に云 って,開 発 デザイ ンの範囲 は製品企 画立 案 までのデザ イン活動で
あ るが,こ の中 の業務 は調整 業務 と開発業務 に分 かれ る。
i調 整 業務で は多機種,多 品種 の製品 を形状 ,機 能,表 示記号,色 彩,表 面
処理,寸 法,部 品等 の各 要素 に分解 し,人 間工 学的研究 ,モ ジュール研 究,材
質研究,加 工処 理研 究等 を行 うことによ って デザ イン的 に調整 し,標 準化,規
格化 を計 り統一 案 を提案 す る。松下電器 の よ うにデザ イ ン ・セ クシ ョンが20も
の事業場(研 究 所,事 業 本部,事 業部,関 連 会社)に 分 かれて いる場合 には,
企業 イ メー ジを統 一 するため にも調整業務 は欠 くことので きない業務で あ る。
松下電 器で は,各 種の調整 業務 は技術本部 意匠部 を中心 に行 われて きたが,
その中で非常 な効 果 を上 げた例 は,昭 和41年に提案 された コー ド ・プラグの全
Fig.2電源 プ ラ グ(VFF-1)






プ ラグの形 態 は18種類,コ ー ドや プラグの色 彩 は実 に42色にのぼ っていた。 こ
れ らの部 品はテ レビ,ス テ レオ,ラ ジオ,扇 風 機 を間 わず あ らゆる機種 に共 用
出来 るので共用部 品 と呼 ばれてい るが,さ りとて一つ の コー ドやプ ラグで全 て
の製品 に共通 させ るわけにもゆかない。た とえばテ レビ用の プ ラグはアイロ ン
や電 熱器 のプ ラグ とは耐 熱性能 において明 らか に異 るので ある。 これ らの点 を
調整 した結果,プ ラ グの形 式 は6種 類,色 彩 は5色 に統 合 し,こ れ を(標 準品
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と して)社 内規格 として制定 した。同時 にプ ラグ類 の ほ とん ど全て(キ ャ ップ
タイヤ ・コー ド,綿 袋 打 コー ド以外の ビニー ル ・コご ド使用 の もの)を 新 しい
デザ イ ンの同時成型 プ ラグ(プ ラグ成型時 にゴー ドと栓 刃を成型 して しま う)
と した。 これは(1>プラグとコー ドの結合部 での 内部 断線 をな く し,② プラグ
の抜 き差 しが しやす く危 険感 をなく し,(3)成型能率 をよくし材料 の無駄 と手間
をはぶ く,等 の効果 が あった。 これ らの標準化 によっ て,松 下 全社での コー ド
・プラグ類 の年 間取 り扱い高2億4000万円の うち,約30パーセ ン トにあたる,
7200万円の管理 コス トの低減 に役立 って い る。 そ して それ以上 に,品 質の向上
によるイメー ジ ・ア ップが無形 の効果 をあげて い るものと思 われ る。
この よ うに研 究 と調整 によって得 られ る利益 は,デ ザ イン ・ポ リシーの確 立 ,
設計 ・デザ イ ン作業 の生産性 向上,品 質 の安 定 と向上,少 品種 多量 による製造
コス トの合理化 等 々,数 え切 れ ない程 の効果 をもっ ので ある。
ii開 発業務
調整業務が各種製品のもっデザイン要素の研究 に基礎 を置 くのに対 して,開
発 業務 は生活研 究 に基礎 を置 く開発 デザ イ ンで あ る。人間の生活 を構 成す る諸
要 素(エ ネルギ ー,輸 送,交 通 システ ム,流 通 問題,住 宅環 境,生 活意識生活
様 式等)に つ いて現状 の問題 点 を把握 し,将 来 の動 向 を考察 し,人 間の生活 は
か くあるべ きだ とす る ビジョン.をもって い る必要 があ る。
千葉 大意 匠科 の石川氏 は,デ ザイ ンの発想段 階 を(1)イメージ ・デザ イン,
(2)アドバ ンス ト・デザイ ン,(3)リ・デザ イ ン,(4)リ・ス タイ ル の四段 階 に
分類 して い るが,こ れ に従 えば開発 業務 にお ける発想段 階 はこの うち(1)と(2)
が中心 とな る。
イメー ジ ・デザ インの段 階ではア イデ アの発 想 は自由 かつ空想的 な もので あ
って,そ の限 りで は製 品 としての現実性 はあ ま り考慮 しない。 また工 学的,経
済 的 な裏付 けを必ず しも意識 せず に理 想的 なイ メージの追求 を行 う。
例 えば,松 下電器 か ら昨年発 売 された6イ ンチの ポ ップ ・ア ップ ・テ レ ビ
ー15一
Fig.3ナ シ ョナル ・ポップ ・アップ ・
テ レビ(TR-306R)
(Fig.3)はいっ で も,どこで も見 られ る
ポー タブル ・テ レビ として爆発 的 な人気
を博 して い るが,こ ういったテ レビは ド
リー ム ・デザ イ ンと しては十年 も前 か ら
IDの デザ イ ン ・コ ンペ などで何度 も提
案 されて い るもので,別 段 目新 らしい も
ので はない。 しか し,そ れ が ドリーム ・
デザ イ ンの域 を脱 して製品化 され るに至
ったのには,技 術 的 な問題 の解決 と,消 費側 に もパ ーソナル なテ レビの使用 を
可能 にす るだ けの経済 的 な余裕 がで きた こと,な どの情勢 の変化 が大 い に作 用
して いる と云 わねば ならない。
ア ドバ ンス ド ・デザイ ンの段 階 は,開 発 業務 の中で も中核 的 な役割 を果たす
もの とい える。 ア ドバ ンス ド・デザ イ ンは,現 実の製 品か ら見 れば全面 的 な改
良 を目指 して お り,工 学技術上の裏付 け とあ る程 度 の経済 的考慮 が払 われて い
るが,そ の製品化 にはなお生産や販売上 の 問題 を残 してい る。発想 としては,
ドリーム ・デザ イ ンの場合 よ りももっ と目的 を しぼる必要 があ り,物 と人 との
関係(ヒ ューマ ン ・ファクター),物 と物 との関係,物 と環 境 との関 係や基 本
構造 につ いて十分 に検討す る必要 があ る。 そ して現在 の技術 水準,販 売方式,
生活様式 で はデザ イ ンに多少 問題 があ ると して も,将 来的 に利点 が あ り試作 の
可能性 が ある限 りデザ イ ンを進 め るべ きで あ って,デ ザイ ン面以 外での いろい
ろな問題 はデザ イナーが媒介者(コ ーデ ィネー ター)と なってプロ ジェク ト ・
グルー プによって解決 して行 かな けれ ばな らない。
開発 デザ イ ンと して基本構造 や物 と人 との関係 を考 える場合 は その プロジェ
ク トを拡 大解釈 して とりかか る必要 がある。例 えば電 気 アイロ ンの開発 デザ イ
ンをす る場合,従 来 か らのアイロ ンを念頭 に置 いてデザ イ ンした もので は画期
的 な新製品 は生 まれて こない。 「アイロ ンとは一体 何 か」 と云 う根本的 な問い
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か ら始 めて,そ れはいつ,ど こで,誰 が,何 の ため に使用す るのか と云 った問
題意識 をもって デザイ ンすべ きで ある。 そ うす れば,家 事室で シー ツや カバ ー
等 を相 当量 プ レスす る機械 と しての アイロナー(生 活様 式の違 いか ら日本で は
家庭 用 と して は用 い られて いない)が 考 え られ るし,ま た,ズ ボ ンやスカー ト
がよ く寝押 しされてい るとい う生活実態調査 か ら,そ の ための専 用機 と して ズ
Fig.4ナショナル・ズボン・プレッサー(NZ-352)
ボ ン ・プ レッサー(Fig4)の 着 想 が生 れ るので あ る。外 国の例 をあげれば,
コダ ック社が開発 した インスタマチ ック ・カ メ ラは,使 い捨 て と云 う思想 に徹
した簡便性 と経済性 をもってお り,と くにカ メ ラに対 して貴重品 的 な高級性,
精巧性 を要 求 しない欧 米人の感 覚 に適 した グッ ド ・デザ イ ンで あ る。 またIB
M社 が開発 したタイ ピング ・ボー ル式の タイプ ライ ター(Fig.5)は,活 字体
が適宜,簡 単 に取 換 えられ ること,キ ャ
リッジが なく占有面積 が小 さくなったこ
と,そ して何 よ りも文字 の美 しさと製品
と しての まとま りとい った点で優 れ たデ
ザイ ン作 品で ある とい える。(こ の タイ
プ ライターは,技 術者 とデザイナーの グ
ルー プが開発 に着手 してか ら,製 品化 ま Fig.51BM・電 動 タイプ ライ ター,71/72
で に10年の歳 月 を要 した と云 われて いる。)
この よ うに して 開発 された グッ ド・デザ イ ン製品 の実例 は枚挙 にい とまがな
いが,物 と物 の関係,物 と環境 との関係 を考慮 した関発 デザ イ ンの例 はあま り
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存在 しない。 しか し,こ れか らのIDを 考 えると き,こ の方面での デザ イ ン活
動が重 要 になって くる。 これ らは環境 デザ イ ン,シ ステム ・デザ イ ンと云 われ
るIDの 活動分野 で あって,IDを 志 す学生諸 君 がや りたが って いるプロ ジェ
ク トで ある。(学 生 がや りたがってい ると云 うこ と自体,そ の分野 はまだ未 完
成でや りがいが あるこ とを意味 してい るので は ないか。)企業 内 におい て も プ
ロジェク トが大型 化,複 合化 してい る今 日,い くつ かの事業場や他社 に また が
る協 同作業 を必要 とす るよ うなプロジ ェク トも出現 してい る。 この傾向 は情 報
通信 システ ムや交 通問題,住 宅 プロジ ェク トを考 える場 合 にこれか らます ます
強 くなると思 われ る。
筆者 自身,昨 年の夏 か ら秋 にかけてユニ ッ ト住 宅 の開発 と云 う大 きな プロジ
ェ ク トに参加 した。 これは東京,晴 海 で開 かれた グ ッ ドリビング ・シ ョウに松
下 グルー プが出展 したもので,ナ ショナル住宅 のNSU事 業部 が人工台地 とス
トラクチ ュアー,ス ペー ス ・ユ ニ ッ トの シェル ター 開発 を担当 し,内 部 設備 と
内装 を松下電 器 が担当す ると云 うもので あった。 この場 合,プ ロジェク トには
松下電 器内部で は8事 業部,松 下 グルー プ以外 で は5社 にわた る協 力が必要で
あった。松下電器側 の窓 口と しては技術本 部意 匠部 の開発 グル ープが当 り,内
装施工 お よび家具 のデザ イ ンは大丸百貨 店装工部,配 線 お よび照明設計 ・デザ
イ ンは照明器具事 業部 とその デザ イ ン ・セ クシ ョン,居 間,書 斉,子 供部屋 の
オーデ ィオ ・ビデオ ・ユ ニ ッ トは ラジオ,ス テ レオ,録 音機,テ レビの各 事業
部 デザ イ ン ・セ ク シ ョンの開発 グループ(こ れ らの事業部 で は最近,人 的,時
間的余裕 が出て きたの か,数 名 の開発 デザ イ ン要員 を もっ よ うになった)の 協
同によ り,通 信 システ ム(電 譎,ド ァー ・ビジ ョ ン,警 報装 置等)は 松 下通信
工業 のデザ イン ・セ クシ ョン,キ ッチ ン,ラ ン ドリー,ハ ッチ等 のユ ニ ッ トは
技術本部 意匠部 の開発 グルー プが担 当す る と云 う,松 下電 器デザ イ ン ・セ クシ
ョン始 まって以来初 めての大共同作戦 で あった。
筆者 自身は内装 ・設備 関係各事業部 デザ イ ン ・セ ク ション問や ス トラクチ ュ
ー18一
アー,シ ェル ター担 当部門 との調整や連絡 に忙 殺 され,内 装 ・設備計画 のコー
デ ィネー ター と云 うよ りは手配師の よ うな仕 事 をす る破 目になった。これは従 、
来 の意味 でのID的 な仕事 とは云 えないが,そ れ な りに結構面 白かった し,良
い経験 を したもの と思 ってい る。 この よ うな開発 デ ザ インは,そ れ 自身,必 ず
しも直 接製品化 にはつ なが らないが,こ ういった プロ トタイプの制作発 表 が契
機 となって,現 実の プロ ジェ ク トを依 頼 され るよ うになる ものであ る。
2)製 品デザイ ン
ここで の活 動 は製 品企画決定以後の製 品化 の ための デザ イン活動で あ る。 さ
きの石川氏 の分類 を借 りれ ば,ア ドバ ンス ド ・デザ イ ンの一部 か ら,リ ・デザ
イ ン,リ ・ス タイ リングまで がこれに含 まれ る。上記 の開発 デザ イ ン部 門が う
ま く機能 してい れば,こ こで は リ ・デザイ ン,リ ・ス タイ リングが主 な業務 と
なるはずで ある。
リ ・デザ イ ジは主 として現在 の製 品の改良 を行 うもので,イ メー ジと して は
1～2年 程度の近 い将来 にお ける製 品の あるべ き姿 を追求す るもので ある。 リ
・デザ インが必 要 と され る原 因 として は,現 在 の デザ イ ンの陳腐化 のほ かに,
企業側 の新規需 要の喚起,消 費者 の新型へ の待望 とい った要 因が大 き く作用 し
てい るの が常で ある。 リ ・デザイ ンの実施 に当 って は,以 上 の諸要因の分析 と
ともに,企 業の技術 水準,販 売方式,原 価構 成,機 種 構成 などの総合的 な分析
が必要で あ る。
リ ・ス タイリ ング とは端的 には製品 のス タイルだ けの変更 をい う。勿 論ス タ
イルはデザ インの中で も主要 な部分で はあ るが,あ る製品の基本構造 をその ま
まに して外観処 理 だ けを変 えた リ ・ス タイ リ ングは,そ の製品 の販 売的 低下 を
一時的 に防止 し,あ るいは各種製 品間の企業 イメ ー ジの視覚的統一 を計 るな ど
の効果 はあって も,こ れを乱 用す るこ とは極 めて危険 で ある。 なぜ な ら,製 品
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の実質的改 良 を伴 わない外観 の変化 が繰 返 され る時,消 費者 は当然メー カーの
企業倫 理 に疑 い をもっ ようにな り,そ れはひいて は企 業 イメー ジに決 定的 なマ
イナス をもた らす こと にな りかね ないか らで あ る。 この よ うに,リ ・ス タイ リ
ングは最小 限 に用 い られ るべ きや り方で あ り,時 聞的 に余裕 の あ る限 り,リ ・
ス タイ リングは リ ・デザ イ ンの程度 に高 め られ るこ とが望 ま しい。
製 品デザイ ン業 務で はス ピー デ ィな しかも適確 なデザ イ ン処理 が必要 となる。
そ して,限 られた人員 と時間で最 良の結 果 を得 るよ うに,デ ザ イ ンの生産 性向
上 を心 が ける必要 が ある。 この場合調整 業務で の成果 が,製 品デザ イ ンの生産
性向上 に大 きな効果 を発 揮す るこ とを忘 れて は ならない。
製品企画 の立案 には,製 品デザ イ ンの立場 か らも積極的 に発 言すべ きで あっ
て,製 造 の実際,販 売 の実状 に即 したデザ イン処理 を行 うよう方向づ け るべ き
で ある。
今後,消 費者 の好 みは ます ます多様化 し,工 業 製品 にまで 自由 な選択 の可能
性 を要 求す るよ うにな るで あろ う。 この ときにこそ製品 デザ イ ン部門 の製 品計
画能 力や造形能 力が発揮 され るべ きで あ る。
3)研 究活動
デザ イナ ーが間発 デザ イ ンと製品デザ イ ンの両 グルー プに分 かれて仕 事 をす
るとき,と もす れ ば両者の 間に時代感 覚 のズ レや情報 把握 の くい ちがいが生 じ
勝 ちで ある。 この ことは両者の意志疎 通 に円滑 を欠 き,本 来仕事 の流 れと して
一本で あ るべ きデザイ ン活動 にブ レーキ をか けるおそれ がある。 それ故,両 グ
ループは意識 の上 では常 に共通 の ビジ ョンを もって活 動で きるよ うにす るこ と
が必要で あ り,市 場分析,材 料研究,人 間工学研 究,生 活研究,あ るいは製 品
検討会 な どを通 じて情 報 と意見 の交換 を行 い,互 いの視 野 を広 め ることが必要
で ある。松下電 器 には材料委員会 があ り,約20に 及ぶ各 デザ イ ン ・セ クシ ョン
か ら材料委員 が 月に一度 集 まり,本 社,資 材部 の協 力 もあって メーカー か らの
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新材料 の説 明会 や実際使 用 した ときのデ ー タの公 開,工 場 見学等,活 発 な活動
を して い る。 この委員 会 は今 日まで5年 間つ ・"いて お り,各 事業部 か らの参加
も多いが,こ の ことは この よ うな研究連絡 が デザ イ ン活動 をやって ゆ く上 に必
要 な ことだと一般 に認 識 されてい るか らで あろ うと思 われ る。
これ らの研究 会や委 員会活動 が直接 的 にデザイ ン面 で の プラス になるこ とは
少 い かも しれ ない が,デ ザ イナーの人間形成,デ ザ イ ン理 論の確 立 に目 に見 え
ぬ活 力とな り,デ ザ イ ン業務 に良 い影響 を もた らす こ とは疑 いない と思 われ る。
以上,こ れ か らのIDは 如何 にあるべ きかの見 地 か ら述べ て きた3本 の柱,
す なわ ち,開 発 デザイ ン,製 品デザ イ ン,研 究活 動 は,各 デザ イナー にとって
は業務 の都合上分 担す るこ とが多いが,IDデ ザ イナー と して はそのすべて に
応 じられ る広 い能 力をもっ よ うに心掛 けるべ きで あ ろ う。研究 活動 と開発 デザ
イ ンを可能 にす る人的,物 的,時 間的余裕 を作 るもの は,製 品デザ イ ンにお け
る生 産性 の向上 で あ り,逆 に製品デザ イ ンにお け る生産性 向上 を可能 にす るも
の は開発 デザ イ ンにおけ るシステ ム開発や,調 整 業 務 によ る標準化 と規格化 な
ので あ る。それ故,こ の両者 はともどもに補 い合 って,IDを 通 じて"よ りよ
き人 間の生活環 境 の形 成"を 目指すべ きで ある。
お わ り に
「転 機 に立っ インダス トリアル ・デザ イ ン」 と云 うテ ーマで筆 を とった動機
につ いて ふれて お きたい。筆 者 自身 は松下電器 にお け る開発担当 デザ イナー と
しての仕 事以外 に,2年 来,JIDAの 研究委員,京 都市立 芸術 大学 の非 常勤講
師 と しての活動 を してい る。 それ らの活動 を通 じてID界 の現状 を見 るとき,
いろん な意味でIDが 転 機 に来 ている ことを痛 感 す る。 しか もIDの 将 来 にと
って決 して楽観 を許 さないよ うない くつ かの兆候 があ る中で,と くに次代の デ
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デイ ン界を荷 な うべ き学生諸君 にIDが 人気 をな くしてい るこ とは重 大で ある。
そ して,そ れ はIDが 創 造活動 としての魅 力 に欠 けて い ることに起 因 してい る
とす れば,わ れ われ,第 一線 に活動 す るデザ イナ ーに とって真剣 に考 えねば な
らない問題 で あ る。そ こで筆者 は 「明 日の社会 にIDは い かにあるべ きか」 と
自らに問 うことによって,IDの 存在理 由 をか けて この問題 にと り組 む ことを
試みた。
この論文 を ま とめる にあた って,石 川 弘氏 の論 文 か らデザイ ン ・プロセスの
分類 につ いて示 唆 を うけた ことを感謝 す る。
最後 に,論 文の各所 において実例 を挙 げ る際,筆 者 の勤先 で ある松下電器 の
例 を引用す ることが多か った が,こ れは無 責任 な孫 引 きを避 けるため筆者 に と
って身近 な例 に1垠ったまでの ことで あ り,他 意 は ない こ とをお断 りして お きた
いo
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